
人
事
異
動

皇
室
事
項

官
庁
報
告

本
件
申
請
の
対
象
周
波
数
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

セ
グ
メ
ン
ト
領
域

中
央
の
周
波
数

{
1
3セ
グ
メ
ン
ト
形
式
の
Ｏ
Ｆ

Ｄ
Ｍ
フ
レ
ー
ム

2
1
0•
4
2
8
M
H
z

|
１
セ
グ
メ
ン
ト
形
式
の
Ｏ
Ｆ

Ｄ
Ｍ
フ
レ
ー
ム

2
1
9
M
H
z、

2
1
9•
4
2
8
M
H
z、

2
1
9•
8
5
7
M
H
z、

2
2
0•
2
8
5
M
H
z、

2
2
0•
7
1
4
M
H
z、

2
2
1•
1
4
2
M
H
z

又
は

2
2
1•
5
7
1

M
H
z

一

新
た
に
一
級
水
先
人
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
試
験

イ

筆
記
試
験

水
先
区

試
験
日

試
験
場
所

受
験
申
請
書
提
出
先

受
験
申
請

書
提
出
期

限

合
格
発
表

日

苫
小
牧
水
先

区

平
成
二

十
六
年

一
月
二

十
一
日

北
海
道
運
輸
局

（
札
幌
市
中
央
区

大
通
西
十
丁
目

札
幌
第
二
合
同
庁

舎
）

北
海
道
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部

船
員
労
働
環
境
・
海
技
資
格
課

（
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
丁
目

札
幌
第
二
合
同
庁
舎

郵
便
番

号
〇
六
〇
e

〇
〇
四
二
）

平
成
二
十

六
年
一
月

七
日
（
郵

送
に
よ
る

場
合
は
、

一
月
七
日

必
着
）

合
格
発
表

日
は
、
地

方
運
輸
局

（
運
輸
監

理
部
を
含

む
。
以
下

同
じ
。）よ

り
通
知
す

る
。

函
館
水
先
区

仙
台
湾
水
先

区

東
北
運
輸
局
（
仙

台
市
宮
城
野
区
鉄

砲
町
一
番
地

仙

台
第
四
合
同
庁

舎
）

東
北
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部
船

員
労
働
環
境
・
海
技
資
格
課
（
仙

台
市
宮
城
野
区
鉄
砲
町
一
番
地

仙
台
第
四
合
同
庁
舎

郵
便
番
号

九
八
三
e

八
五
三
七
）

東
京
湾
水
先

区

関
東
運
輸
局
（
横

浜
市
中
区
北
仲
通

五
丁
目
五
十
七
番

地

横
浜
第
二
合

同
庁
舎
）

関
東
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部
船

員
労
働
環
境
・
海
技
資
格
課
（
横

浜
市
中
区
北
仲
通
五
丁
目
五
十
七

番
地

横
浜
第
二
合
同
庁
舎

郵

便
番
号
二
三
一
e

八
四
三
三
）

伊
勢
三
河
湾

水
先
区

中
部
運
輸
局
（
名

古
屋
市
中
区
三
の

丸
二
丁
目
二
番
一

号

名
古
屋
合
同

庁
舎
第
一
号
館
）

中
部
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部
船

員
労
働
環
境
・
海
技
資
格
課
（
名

古
屋
市
中
区
三
の
丸
二
丁
目
二
番

一
号

名
古
屋
合
同
庁
舎
第
一
号

館

郵
便
番
号
四
六
〇
e

八
五
二

八
）

平成™œ年˜™月˜—日 火曜日 第�˜Ÿ 号官 報
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会

一
、
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
調
査

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

一
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
等
に
関
し
て
の
対
策
樹

立
に
関
す
る
調
査

政
府
開
発
援
助
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

一
、
政
府
開
発
援
助
等
に
関
す
る
調
査

消
費
者
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

一
、
消
費
者
問
題
に
関
し
て
の
総
合
的
な
対
策
樹
立
に

関
す
る
調
査

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会

一
、
東
日
本
大
震
災
復
興
の
総
合
的
対
策
に
関
す
る
調

査

原
子
力
問
題
特
別
委
員
会

一
、
原
子
力
問
題
に
関
す
る
調
査

国
の
統
治
機
構
に
関
す
る
調
査
会

一
、
国
の
統
治
機
構
等
に
関
す
る
調
査

国
民
生
活
の
た
め
の
デ
フ
レ
脱
却
及
び
財
政
再
建
に
関
す

る
調
査
会

一
、
国
民
生
活
の
た
め
の
デ
フ
レ
脱
却
及
び
財
政
再
建

に
関
す
る
調
査

報
告
書
受
領

十
二
月
六
日
内
閣
を
経
由
し
て
総
務
大
臣
か
ら
、
放
送

法
第
七
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
日
本
放
送
協
会

平
成
二
十
四
年
度
業
務
報
告
書
及
び
こ
れ
に
付
す
る
同
大

臣
の
意
見
並
び
に
監
査
委
員
会
の
意
見
書
を
受
領
し
た
。

辞
令

（
委
員
部
長
）
参
議
院
参
事

郷
原

悟

事
務
次
長
を
命
ず
る

委
員
部
長
事
務
取
扱
を
命
ず
る
（
十
二
月
七
日
）

内

閣

検
査
官

河
戸

光
彦

会
計
検
査
院
長
を
命
ず
る
（
十
二
月
六
日
）

内

閣

府

宮
内
庁
次
長

山
本
信
一
郎

宮
内
庁
長
官
風
間
典
之
帰
朝
に
つ
き
宮
内
庁
長
官
事
務
代

理
を
免
ず
る
（
十
二
月
六
日
）

宮

内

庁

宮
内
庁
次
長

山
本
信
一
郎

侍
従
長
川
島
裕
帰
国
に
つ
き
侍
従
長
事
務
取
扱
を
免
ず
る

（
式
部
副
長
）
式
部
官

篠
塚

式
部
官
長
小
田
野
展
丈
帰
国
に
つ
き
式
部
官
長
事
務
代
理

を
免
ず
る

（
審
議
官
）
内
閣
府
事
務
官

牧
野

尊
行

長
官
官
房
総
務
課
長
牛
嶋
正
人
帰
国
に
つ
き
同
課
長
事
務

取
扱
を
免
ず
る
（
以
上
十
二
月
六
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
十
二
月
一
日
ル
ー
マ
ニ
ア
国
の
国
祭
日

に
つ
き
、
同
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ

た
。天

皇
陛
下
は
、
十
二
月
二
日
ラ
オ
ス
国
の
建
国
記
念
日

に
つ
き
、
同
日
同
国
国
家
主
席
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら

れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
十
二
月
二
日
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
国

祭
日
に
つ
き
、
同
日
同
国
大
統
領
ハ
リ
ー
フ
ァ
殿
下
へ
御

祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
十
二
月
五
日
タ
イ
国
国
王
陛
下
の
御
誕

生
日
に
つ
き
、
同
日
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
十
二
月
六
日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
の
独
立

記
念
日
に
つ
き
、
同
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発

せ
ら
れ
た
。官

庁
事
項

移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
（

207•
5
M
H
z
か
ら

222

M
H
zま
で
の
周
波
数
を
使
用
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）

の
業
務
の
認
定
申
請
受
付
に
つ
い
て

移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
（

2
0
7•
5
M
H
zか
ら

2
2
2

M
H
zま
で
の
周
波
数
を
使
用
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）

の
業
務
の
認
定
に
つ
い
て
、
平
成
2
5年

1
2月

1
9日
（
木
）

午
前
９
時
3
0分
か
ら
平
成
2
6年
１
月
2
8日
（
火
）
午
後
６

時
1
5分
ま
で
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
地
上
放
送
課
に
お

い
て
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

労

働

水
先
人
試
験
の
施
行

水
先
人
試
験
の
施
行
に
つ
い
て
、
水
先
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運

輸

省

令

経
済
安
定
本
部
令
第
一
号
）
第
十
一
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

な
お
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
次
の
宛
先
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

郵
送
先
：
〒
1
0
0
`
8
9
2
6
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

２
`
１
`
２
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
地
上
放
送
課

詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
地
上
放

送
課
（
電
話
番
号
0
3
`
5
2
5
3
`
5
7
9
3）
又
は
同
局
放
送
政

策
課
（
電
話
番
号
0
3
`
5
2
5
3
`
5
7
7
6）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成

2
5
年

1
2
月

1
0
日

総
務
省

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

鳥
取
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
取
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
鳥
取
労
働
局
最
低
賃
金
公

示
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し

た
の
で
、同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
2
月

1
0
日鳥取
労
働
局
長
矢
澤
由
宗

第
４
号
中
「
１
時
間
7
3
6円
」
を
「
１
時
間
7
3
8円
」
に

改
め
る
。

国

家

試

験

宮
崎
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
４
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
宮
崎
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
宮
崎
労
働
局
最
低
賃
金
公

示
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し

た
の
で
、同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
2
月

1
0
日宮崎
労
働
局
長
松
竹
泰
男

第
４
号
中
「
１
時
間
6
9
9円
」
を
「
１
時
間
7
0
7円
」
に

改
め
る
。
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